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はじめに
　ニュージーランドの歴史を紐解くとき、19世紀（＝1800年代）が同社会のスタート地点となっ
ている。ヨーロッパの国に「未知の大陸」の存在が伝わり、その未知なるものの実証と獲得の
ために当時の列強はしのぎを削っていた（1）。オランダによる島としてのニュージーランド発見、
イギリスの上陸と領有宣言を経て先住民マオリとヨーロッパとの本格的な交流が始まった。
　そうした中、ニュージーランド史において決定的な出来事として1840年に成立したワイタ
ンギ条約がある。これはイギリス本国とマオリとの関係を成文化し両者の位置づけを明確にし
たものであった。本稿では、その前段階であるヨーロッパ列強のニュージーランド発見からイ
ギリスの同地の領有宣言、そしてイギリスのニュージーランド入植で始まった同地の植民地に
おける先住民とマオリとヨーロッパ人との交流と摩擦について歴史の通時態的アプローチから
検証を試みるのが本稿である。事象の分析にあたり、いくつかの設問を置くことにより、歴史
上どのような意義があったのかを考えていきたい。それらを通して、ニュージーランド入植当
初に生じた異文化間交流の難しさとその発展について明らかにするのが本稿の問いと目的であ
る。
第１章　西洋とのコンタクト──18世紀初頭のニュージーランド（2）
　ニュージーランドの先住民マオリ（3）は17世紀半ばから航海のヨーロッパ人と出会うことに
なる。ヨーロッパ列強で、最初に島としてのニュージーランドを確認したのはオランダである。
アベル・タスマン（4）の航海船はこの地に存在すると伝えられていた陸地を正式に確認した（5）。
その後１世紀を経てイギリスのジェームズ・クック（6）がヨーロッパ人としてはじめてニュー
ジーランドに上陸し、イギリスの領有を宣言すると共に、正確な地図を作成した。
　タスマンとクックは時代が重ならないが、共に苦労をしたことは、先住民マオリとの接触で
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ある。どちらの航海も乗組員が命を落とす結果となっている。
第１節　タスマンはなぜニュージーランドに上陸しなかったのか？
　タスマンは、当時オランダが植民地としていたインドネシアの首都バタヴィア（現ジャカル
タ）を拠点とした東インド会社の貿易担当として赴任していた。バタヴィア総督によって南方
未知の大陸の発見と確定を通して、貿易の拡大の可能性を探るのをその命として1642年の航
海にタスマンが指揮にあたった（7）。この時点で、ジャワ島南部からインド洋を経て西オースト
ラリアに大陸が広がっていることが確認されていた（8）。しかしその時点でそれ以東の実態は不
明で、それらの探索に向かった。
　タスマン一行は２船からなり、一つは旗艦として武装したもの、もう一つは全幅が狭くて細
長く、浅瀬が入っていける高速艇であった。貿易の可能性を探る目的から、未知の地における
交換貿易用の品を搭載したことが記録されている（9）。それによると旗艦には、次の品物を乗せ
ていたとある。
　・毛布　10
　・中国製小鏡　500
　・90kg分の金物、鉄器類
　・中国製金属ワイヤー　10
　・鉄製急須　25
　・真珠３
　・金属製たらい
　・その他一般的な衣類多数
　タスマンはバタヴィアから南下しモーリシャスを経てオーストラリア大陸南を東に進路を
取った（タスマンの航行ルート図参照）。タスマンが受けていた指示として「未開で凶暴な地
元民へは注意深く、しかし優しく接するように」というものであった（10）。
　まず今日のタスマニア島を通り、ニュージーランド南島に到達したタスマンであったが悪天
候で上陸できず、そのまま南島の北部へ向かった。南島最北部の Golden Bayでは友好関係を
築くべくタスマンは上陸を予定していたが、その前に先に降りた船員４名が地元民マオリに殺
され同地を引き上げざるを得なくなった（11）。さらにタスマンは北島西側を北上し、スリーキ
ングス諸島でも上陸を試みるが再度マオリによって上陸を阻止された。ヨーロッパ人で最初に
ニュージーランドに到達したタスマンは上陸することなくそのまま北上しバタヴィアに戻っ
た。タスマンの報告はヨーロッパで知られることになったが、敵対的な地元民、など貿易対象
として魅力的でないことから次のヨーロッパ人の渡航まで１世紀かかることになった。
　このようにタスマンは経済的な新たな市場開拓を目的にオーストラリア・ニュージーランド
への航海を試みたが、地元民マオリと良好な関係を築くに至らなかった。乗組員を殺害される
など、再三に渡り上陸を阻止されたことにより、上陸できなかった（12）。ニュージーランドの島々
を確認したが、人的被害を被ったこと、貿易を主眼とした経済的背景の下での航海であったこ
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とから、この航海で通ったタスマニア島、ニュージーランドの島々では、内陸部に深く関わる
までの探索は行われていなかったことが確認できた。
地図１　1760年代ヨーロッパ探検船の航路（13）
第２節　クックのニュージーランド探索──タスマンとの違いは何だったのか？
第１項　極秘指令に基づく航海
　クックはオーストラリア大陸への上陸で有名であるが、オーストラリアより先にニュージー
ランドに上陸している。当時、未知の南洋大陸に対するヨーロッパ諸国は関心を持っており、
第１回の航海の目的は太平洋上での金星観測であったが、それは他のヨーロッパ諸国に対する
表向きの理由で、クックは密かに未知の大陸の探索を命じられていた。通常の海軍からの訓令
書（次章参照）に加え、さらに別途の「追加訓令」が出されている（14）。
　・従来知られなかった国土を発見し、かつて発見されたにもかかわらず不完全にしか調査さ
れて言いなかった遠隔の地についての知識を深めることは、海上勢力としてのわが国の名
誉を大いに高め、イギリス王室の威厳を増し、通称と航海の進歩に資するところ大であろ
う。
　・タスマンによって発見され現在ニュージーランドと呼ばれる陸地の東岸に達するまで西進
せよ。
　・貴官はまた先住民の同意の下に、土地の好都合な箇所の領有を、イギリス王の名において
宣言せよ。ないしは土地が無人の場合、国王陛下の名において領有を宣言し、最初の発見
者、ないしは領有者として適当な標識と銘文を建てられたい。
　予定通りの金星観測をタヒチで終え、引き続き航路を西に取ったクックは荒天に苦しめなが
らもニュージーランドに到達する（地図参照）。タスマンの来訪時と同じように、先住民マオ
リの攻撃に遭い、乗組員を失っている（15）。
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第２項　ジェイムズ・キャデル（16）の数奇な人生
　先住民マオリとヨーロッパからの訪問者との交流は時には平和裏にいかない場合もあった。
本項では、交流初期の荒波に揉まれ数奇な人生を送ったジェイムズ・キャデルについて記す。
アザラシ狩りにニュージーランド南島に来訪時、乗組員がマオリに襲撃され他のメンバーは殺
され食べられた。十代前半のジェイムズは殺される寸前で生き残り、その後マオリの部族に育
てられた。マオリのタトゥーを入れるなど溶け込み、やがて部族長の娘と結婚し自らが部族長
となって部族と共にいくつかの戦争を闘った。1810年代に起きたマオリとヨーロッパ人との
間の争い【Sealers’ War】の終結の役割を1823年に果たしたと言われている。後年、シドニー
を妻と訪ねたジェイムズは、同地の帰還を望まず、再びニュージーランドに戻ったとされてい
る。
　Sealers’ War（17）はアザラシ狩りのヨーロッパ人と地元マオリとの争いである。コミュニケー
ション力の乏しさ、異文化による価値観の違いが戦争に発展したものである。そうしたことか
ら、通訳も兼ねてジェイムズは両者の和睦に貢献したと言われている。
　ニュージーランドとの交流において、ヨーロッパ人がマオリの女性と結婚する記録はいくつ
か見られる。それが両方の文化と理解を深める上で有益と考えられたからである。ジェイムズ
はヨーロッパ人でありながらマオリの部族長になるという両文化をまたぐ中和な存在であっ
た。
第３項　クックの功績
　タスマンは前述の通り、経済ミッションを柱とした航海であったため、ニュージーランドの
地を「経済活動的に魅力のない土地」と判断した。そのため、自らの乗組員が襲撃されるに至
り、それ以上の無理はせず、上陸も諦めた。それに対してクックの航海は、未知の大陸の探索
であり、単に領土的野心だけでなく、戦略物資の探索も含まれていたという（18）。船の高性能
化が当時の覇権獲得に不可欠の状況の時代、良質な亜麻が求められていた。クックの第１回航
海にはジョセフ・バンクスら植物学者が搭乗していたことが、この探索船の本来の目的を如実
に表している。クックは先住民マオリからの攻撃を受けた後も、粘り強く彼らとの交流を試み
た。北島から入り南島までニュージーランド全土を周回し、正確な地図も作成した。航海には
探索先の地元民との交流のための交換の品々を予め積んでいた。それらを渡し、クック側に攻
撃の意図がないことを理解させた上で、少しずつ意思の疎通が図られていった。
　もう一点、クックの行った重要な事柄を指摘しておきたい。それは他の大陸から動物を探索
地（ニュージーランド・オーストラリア）に持ち込んだことである（19）。第２回航海時（20）、クッ
クは南アフリカ喜望峰から持ち込んだガチョウをニュージーランドで放鳥している。クックは
航海日誌に「喜望峰から持ってきたガチョウのうち５匹が残っていたので、それ持ってグース・
コーヴに行き、みんな置いてきた。その場所を選んだのは二つの理由がある。一つはガチョウ
を脅かすものがいなかったこと、二つは十分な食べ物がそこにあると思われたからである。こ
の鳥たちが繁殖し、やがて全土に広まるであろうことを信じて疑わない」と記している（21）。
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　クックの第１回航海時、ニュージーランド及びオーストラリア大陸の東側に位置するノー
フォーク島で良質な亜麻が見つかった。後にイギリスがこの地域への入植に踏み切るにあたっ
ての根拠の一つとなるものである。
　本章では、ヨーロッパ勢のオセアニア地区の探索について考察した。ここでは最初にニュー
ジーランドをヨーロッパ人として発見したオランダのタスマンと、初めて上陸したイギリスの
クックを比較した。両者の到達には１世紀の差があった。この間にヨーロッパ勢の積極的な探
索が行われなかった理由はタスマンの報告によるものと考えられる。タスマンはイギリスの東
インド会社から派遣された者として、同社及び本国の経済的発展と利害という観点からの探索
であったため、その方面での利益は少ないと判断した。加えて、先住民マオリの外来者に対す
る反抗に遭い乗組員を失う経験から、未開の地を肯定的に記せなかったと考えられる。
　対してクックのミッションは、上記タスマンの経験も承知の上での航海であったこと、ヨー
ロッパ列強での覇権争いが激しくなっていたこと、などから他国には天体観測を名目にした
内々の探検で加えて現地住民との文化的交流も視野に入れての航海であった。従って、当初は
タスマンと同じように乗組員を失ったものの、引き続きマオリとの接触を試みて、その間ニュー
ジーランドの両島の地図を完成させた。覇権争いという観点からは、戦略的物資の可能性を探
るのも重要な役割であり、植物学者の乗船がそれを裏付けている。
　タスマンとクックの航海に対する姿勢の違いが、今日において発見者として名前を残した（22）
のみ（タスマン）とヨーロッパ人初の上陸者（クック）となりイギリスが同地域の領有を宣言
し支配下に置き今日に至る、という大きな差になった。
第２章　ヨーロッパ人の上陸後
　ヨーロッパ列強における当時の覇権争いは、そのまま植民地（領土）獲得競争と結びついた。
最後の「未知の地」への探検は、学術的探求（植生及び地形調査）と国益探求（貿易品）とい
う二つの側面を持ち合わせていた。前章に記した、クックのイギリス船に次いでフランス船も
オセアニア地域を訪問している。マリオン・デュフレーヌ率いるフランス船もその一つであっ
た。しかし、タスマンとクック同様、先住民マオリとの相互理解に至らず、マリオン自身を含
めた15人が殺害されている（23）。このように初期のヨーロッパとマオリの交流は言語の壁もあ
り直ちに良好なものにはならなかった。それが時間を経過するに従ってどのような変化が起き
たのか、またその過程を通して相互理解はどのように進んでいったかを本章で検証したい。
第１節　クックの異文化への接触
　タスマンは、自身がニュージーランドに上陸できなかった事も含め、経済的な興味を引くも
のでもなかったことからニュージーランドへの積極的なアプローチを航海後示さなかったが、
その探検において地形には荘厳な思いを持ったとされる（24）。南島の高い山々は平地の母国オ
ランダや滞在中のバタヴィアの地理とは大きく違うものであった。
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　タスマンから一世紀を経て、ヨーロッパ人としてニュージーランド初上陸を果たしたクック
は、その報告書で最初の上陸で部下を失っているのにもかかわらず、極めて好意的にニュージー
ランドとオーストラリアを記した。彼の文献はヨーロッパ人の興味を惹いた。まず戦略物資と
して良質な亜麻があること、非常に土質が優れていること、用途多様な木材が生えていること
から、同地域の潜在的可能性を示した。また探検時のマオリとの交流の様子を記すことで、異
なった価値観の人種の存在と異文化との交流のあり方についても紹介した。クックは先住民マ
オリを「強くて勇敢、戦闘的であるが、危険や不誠実な相手ではない。彼らは王を持たず中央
政府（中心となる統治機構）は存在しない」（25）「何軒かの家がそれぞれ防御施設を持っている
こと、要塞化した岩があること、などからここの人々が、しばしば長期にわたる戦争を行い、
そういうものに慣れっこになっていたと考えられる」（26）と記した。
　クックの探検記はヨーロッパで反響を呼んだ。異なった価値観を持ち、文明的には遅れてい
るとみられたマオリについて、ヨーロッパの哲学者は「野蛮な人々が実は文明化された人々よ
り幸せなのではないか？」という論議を誘発するに至ったという（27）。クックの南太平洋探検
航海の成功は、物資や領土を、獲得すべきものとしての視点に限らず、そこに住む先住民であ
り地元民であるマオリの人間性についても踏み込んで探検を進めたことであると言えよう。そ
の点が、時には先進武器で脅し、銃口を向けて入り込み制圧した他の探検者との違いである。
　クックのこうした姿勢はクックの［良き人間性］から来たものであろうか？　クックがニュー
ジーランド初上陸となった第１回航海に対する海軍からの訓令書には以下のように記されてい
る。
　　貴官は先住民との友情を開拓するため、あらゆる適切な手段を尽くして努力すること。そ
のため相手が受け入れることのできる小さな品々を提供し、糧食と交換すること。貴官が
供給されるよう指示された商品は、彼らが貴重視する種類のものであるが、彼らに対して
はできうる限り、丁寧で親切に対応せよ。（28）
　このように航海にあたっての指示書に先住民との交流方法についても細かく記されているこ
とから、クックの一連の行動はニュージーランド・オーストラリアの先住民とヨーロッパ人の
交流を大いに前進させたが、その行動がクックの良き人間性に基づいているかどうかは不明で
ある。明確に交流方法も訓令されていることから職務を忠実に遂行した、と理解するのが妥当
なのではないかと筆者は考える。
第２節　戦略物資と貿易
　船の性能が国力を左右すると言われた19世紀において、亜麻は造船の際のロープや紐作り
に重要な物質であった。良質なニュージーランドの亜麻に対する需要は大きかった。1815年
から1831年において、ニュージーランドの亜麻取引の最盛期となる。しかしロープを作る際
の細かな糸の扱いと手法において手作業のニュージーランドに比べ大量生産が可能なフィリピ
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ンに及ばず、徐々に衰退していった。他方、造船に必要な高質な材木は多数あり、イギリスは
これを重視し貿易の中心を担っていた。19世紀になると、オーストラリアでの入植開拓が徐々
に軌道に乗り始め、それに従い、オーストラリアよりニュージーランドに貿易目的での来訪者
も少しずつ増えて行った（29）。
　このような貿易は、ヨーロッパ人と先住民マオリの間でどのように成立していたのであろう
か。お互いがそれまで持っていない物資や品物の交換によって成り立っていた。貿易のための
来訪者は食料の確保が第一である。ジャガイモ、豚などの食べ物がヨーロッパからの来訪者に
必要でマオリ側から提供された（30）。
・来訪者（ヨーロッパ人）が求めた物　＝　食料（ジャガイモ、豚）、亜麻、材木
・先住民マオリが求めた物　＝　釘、斧、毛布、銃
　相互理解が進み、交流が始まった当初はお互いが必要な物を交換することで貿易が成り立っ
ていた。しかし多くのヨーロッパ人が来訪するにつれ、そうした構図が微妙に変化していき、
両者の関係は対立関係となっていく。バランスが崩れたことが貿易のあり方を変えていったこ
とがうかがえる。
第３節　貿易の形態が変化した要因は何か？
　タスマン、クック、デュフレーヌのニュージーランド訪問時、先住民マオリは異国の来訪者
に警戒し、時には襲撃して船員を殺害するなど交流はうまくいかなかった。これはマオリが外
来者を受け入れる素地がなかったからである。そうした壁を低くし、マオリの警戒を解くこと
に大きな役割を果たしたのがクックの探検船である。異文化との交流という高い志を持っての
訪問が、マオリによって受け入れていった。そうした18世紀から時を経て19世紀に入るとクッ
クの志が消え、ヨーロッパにないものの獲得に走ったことが貿易の形態の変化につながった。
そこには、①貿易の対象物の変化、②貿易を行う人間の変化、という二つの大きな要素の変容
があった。
①貿易の対象物の変化
　上述の通り、ニュージーランド産の亜麻貿易最盛期は15年余であり、その後は上質な材木
が貿易の中心になった。また1790年から1810年にかけて、アザラシの毛皮が当時の先進国で
人気になった。１シーズンで14,000頭のアザラシ狩りが行われたという（31）。これらの毛皮は、
イギリス、アメリカ、中国に輸出されていた。また油を取るための鯨捕りなども行われ、ポス
ト・アザラシとして鯨の捕獲方法が1820年以降飛躍的に巧妙になったという（32）。このように、
地上では亜麻から材木へ、海上ではアザラシから鯨へ、と貿易対象物も少しずつ変化を見せて
いった。
　ヨーロッパ人は以上のような貿易品を求めてやって来ていたが、先住民マオリにとっては
ヨーロッパ人との交流で何を得たのであろうか、貨幣経済がまだ存在しない中、何をもってヨー
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ロッパ人との交流の利点を見いだしたのであろうか？
　マオリはジャガイモや豚をヨーロッパ人に売っていたが、マオリはその見返りとしてマス
ケット銃（旧式の歩兵銃）を求めたとされる。クックの来訪時、襲ってくるマオリに銃で撃ち
返され、人が亡くなることに理解ができなかったが、時間と共にマスケット銃の威力をマオリ
自身が理解し始めた。当初は、勇敢に闘うマオリの精神から銃の所持は臆病として低く見られ
たりしたが、徐々にその有用性の理解が進んだ。当時の記録で、ジャガイモ25袋分とマスケッ
ト銃１丁の交換がされた、とある（33）。内陸にて亜麻や材木を提供する際に銃との交換をする
のが当時は一般的であったという。
　このように、マオリとヨーロッパ人との交流は、両者共に意義があることから、その物品の
変化はあれど、引き続き交流が促進されていったのである。
②貿易を行う人間の変化
　クックは自らが率いる探検隊が襲撃されメンバーを失ったが、先住民マオリとの交流の努力
を続けた。自らに敵意がないことを相手に知らせ、ヨーロッパからの物を先住民に渡すことを
通して交流を試みた。また仲が良くなれば、船舶にリーダーを招いて会食する機会も設けた。
こうした努力が実り、少しずつマオリもクック一行に理解を示すようになってきた。物々交換
はお互いに利益のあるもので、ここに交流と貿易の意義が見いだされ、マオリも外来者を貿易
相手として見るようになり、以前のように最初から敵対する行動に出ることは減っていった。
しかしそうした交流の精神と姿勢も年月と共に変化していった。1770年前後をそうした交流
期とするならば、1790年代以降はヨーロッパ人とマオリとの関係が悪化する対決期と位置づ
けられる。そうなった一因として貿易を行う人間の変化があげられる。
　1788年、イギリスはオーストラリアを流刑植民地としてシドニーを手始めに東海岸各地に
入植した。そうした流刑囚の中で特に凶悪犯と言われる人物はタスマニア島に「収監」されて
いた。ニュージーランドにはそれらの脱走組が訪れるなど無法者が海上貿易に関わったのであ
る。そのため、前後の見境もないアザラシの乱獲が行われた。
　ヨーロッパ人の上陸時にマオリに襲われるなどのケースはあったものの、海洋漁業に関して
の争いは多くなかった。それは豊富な海の資源があり、争いの原因にならなかったからである。
しかしやがて、アザラシが激減するなどした1820年代以降、上陸し上質な材木を手に入れた
いヨーロッパ人との間に文化的な摩擦が増えていった。
　本章ではクックの上陸以降、ヨーロッパ人と先住民マオリとの接触の機会が増えていく過程
について考察した。イギリス側の戦略物資確保の思惑、オーストラリアからの貿易目的の来訪
者の増加に伴うマオリとの接触機会の増加などがニュージーランド史初期の文化交流と文化摩
擦を生んだことを確認すると共にそれらの内容について検証した。
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第３章　先住民マオリの変化
　貿易目的でニュージーランドを訪れたヨーロッパ人はマオリの文化には特に興味を示さな
かった。マオリ社会を変えるというような意図もなく、貿易の相手として交流を進めたもので
あった。しかし来訪したヨーロッパ人にその意思がなくても貿易を通して新たにマオリ社会に
渡ったヨーロッパの物品はマオリ社会に変化を与えたものであった。本章では貿易を通して変
化していったマオリ社会、そこに関わる新たなヨーロッパ人のあり方についての考察をすすめ
たい。
第１節　布教活動
①初期の布教困難期
　外部の者が、（西洋）文明を持ち込んで社会を変えることを目的として来訪したのがヨーロッ
パ人の布教活動グループである。イギリス国教会が1814年に北島北部のアイランズ湾に協会
を設立した。当時の考え方は20世紀オーストラリアの［Stolen Children］（34）に通じるものであっ
た。すなわち「未開」である当地に西洋文明を紹介し、文明化された社会の基本となっている
宗教（キリスト教）を信仰するように導くことで人間社会の向上に役立つ、との考えである。
しかし移住しての熱心な布教活動にもかかわらず、10年間、キリスト教への改宗者は皆無で
あったという（35）。西洋文明の紹介と導入、そして入信は、同化につながる。事実、熱心な布
教活動の反面、マオリ語は軽視され始める。布教活動には識字教育が含まれることから、識字
率の向上と聖書の普及が1830年代以降、セットとなって急激な伸びをみせることになる。
　なぜ当初10年間は布教活動が成功しなかったのであろうか？　マオリにとって、布教活動
でやってくるヨーロッパ人は貿易でやってくる者と大差なく、マスケット銃をはじめとした新
たな物品を提供してくれる対象者でしかなかった側面があった。
　布教の壁を打ち破ったものはなんであったか？　聖書を訳したものを伝えたことと賛美歌の
紹介が大きな役割を果たしたという（36）。特にマオリ文化において歌（音楽）は大きなウェイ
トを占めており、賛美歌を通してのキリスト教への導入が、それまで困難であった布教活動に
前進の道筋をつけることになった。
②布教普及期
　上述の通り、布教活動の中に識字教育が含まれていた。これに合わせて聖書の内容が翻訳さ
れたり直接英文を読む機会などから布教が進んでいった。もう一方は、強盗などで捕まったマ
オリを教会が引き取って「教育」し、その後にマオリ社会に戻すことでキリスト教が広まって
いく場合もあった。また、ヨーロッパ人との接触で、それまで隔離されていたニュージーラン
ドに多くの今までにない病気が持ち込まれた。マオリの神に祈っても救われないことがキリス
ト教への改宗につながったとも言われている。
　布教は西洋の価値観を紹介し、その導入も求めるものであった。それにより重婚、人肉食と
いったそれまでのマオリ社会に存在したものが徐々に消えていくことになる。
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第２節　銃の普及と貨幣の導入
　先住民マオリにとって、ヨーロッパ人との貿易で銃を手に入れることが不可欠となった。従
来の対面型の決闘と比べ、銃を使っての戦いは死傷者を多く出すことになった。銃による攻撃
は、銃を持たない側からは恐怖に映り、その結果、多くの部族が争いの中で居住地を移してい
たことが確認されている（37）。銃のあるなしがそのまま部族間の勢力に反映するため、それぞ
れが銃を手に入れることを優先した。そのためヨーロッパ人との物々交換の貿易が成り立った
のである。
　1830年代になると、全ての部族が銃を手に入れることになり、そこに力の均衡が実現し、
争いが減ったという。その時期になると、上記の通りヨーロッパから持ち込まれた病気が流行
り、マオリの人口減に拍車をかけることになった。
　社会が、銃と伝染病というヨーロッパから持ち込まれたものに翻弄される中、今までにない
ものの最大なものは貨幣制度であろう。それまでの物々交換から、貨幣と物との交換に変わっ
ていった。また本、時計、コンパス、など従来にはなかったものがニュージーランドに入り込
み、マオリの価値観にも大きな変化をもたらせた。この時期、イギリスよりマオリの重鎮が招
待されており、そうしたこともマオリ側にイギリスをはじめとしたヨーロッパ文化を受け入れ
る素地が固められていった。
　本章では先住民マオリの変化について検証した。銃がニュージーランド社会に入ったことは
マオリに大きなインパクトを与えた。銃の確保が部族にとって重要なであることから、ヨーロッ
パ人との貿易が成り立ち、結果としてニュージーランド植民地の交流と発展につながっていっ
た。1814年を皮切りに、いくつかの宗派がニュージーランドにやって来て布教活動を始めた。
当初は改宗者はおらず、上手くいかなかったが、識字教育と賛美歌の紹介を通して徐々にマオ
リの人たちに浸透していったことが確認できた。
まとめ──ニュージーランド史を考える
　本稿ではヨーロッパ人のニュージーランド発見から上陸、入植と進んだ18世紀後半から19
世紀初頭（1830年頃迄）の同国史を通時的視点で考察してきた。ヨーロッパ人の未開の地へ
のアプローチ、それに対して今まで外の世界との交流のなかった先住民マオリとの接触、そし
てそこから始まる異文化間の交流とコミュニケーションがどのようなものであったかを検証し
た。またヨーロッパ人の来訪はマオリ社会にも変化をもたらせたが、それらはどのようなもの
であったのかについてを調べた。
　オランダ、フランスとの覇権争いの中、イギリスは南半球の未知の世界の探索をクックに命
じ、それに基づきクックはニュージーランドとオーストラリアに上陸し、それぞれの領有を宣
言するに至った。マオリとの交流は出だしでは上手くいかず、オランダのタスマン、フランス
のマリオン、そしてクックは、いずれも乗組員をマオリに襲撃され失っている。それでもクッ
クは現地にないヨーロッパの品々を交換品としてマオリとの接触を試み続け、徐々に相互理解
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が広がっていった。
　貿易がニュージーランド入植の動機の一つであったが、船に必要な亜麻、上質な木材、アザ
ラシの毛皮など、他にはない貿易品が当地にあることから、イギリスは積極的に貿易を進めた。
他方、マオリの側もマスケット銃という文明の利器が国内部族間の覇権の確保と自らの生存の
防衛のためという観点から不可欠な貿易品となり、そこに貿易に関わる両方の思惑と利益が一
致して徐々に交流が進んでいった。
　ヨーロッパ人とマオリとの交流は相互利益の観点から発展したが、新たに西洋文明の品々と
西洋の価値観を持ち込み、キリスト教の伝道を通して信者を増やし、西洋文化への「同化」を
進めることが、未開の地に対して「良いこと」と信じて疑わない布教活動がニュージーランド
19世紀初頭にやってきたこともニュージーランド史を通時的に考察する場合の大きなポイン
トの一つであることが検証を通して理解できた。
　最初の10年余は全く改宗者が出なかった布教活動だったが、識字教育と賛美歌がキリスト
教の浸透に役立ったことが確認できた。
　以上のようにニュージーランドが西洋との接触が始まる前後と始まってからの動きを考察し
てきた。物々交換による貿易を通して両者の距離は縮まったが、その過程では文化的な軋轢が
生じたのは避けられないことであった。言語の壁、価値観の違いからくる文化・慣習の壁、な
どいくつかの事例をあげて考察を行った。
　本稿で扱ったが1930年代初頭以降、土地を売り出されるなど西洋的価値観に基づく自由移
民が奨励される時代へと移っていき、やがてそれはヨーロッパ人とマオリとの土地を巡る矛盾
や争いが露呈する時代へと進んでいく。そうした矛盾を取り除き、両文化の橋渡し的役割を果
たしたワイタンギ条約の締結へ、と時代は進んでいく。
　ニュージーランド入植当初は相互理解の模索期であり、それを破ったのが相互利益に基づく
物々交換による貿易であった。交流に輪をかける形の推進役となったのがキリスト教の布教活
動であった。皮肉なことにヨーロッパ人が持ち込んだ伝染病が収束せず、それがマオリの神か
らの改宗に一役買った形となった。ニュージーランド史初期の特徴を一言で述べるならば、先
住民マオリにとって初めて経験する「他者であるヨーロッパ人」との距離感を縮めるための一
時であったと言えよう。また入植や貿易を行ったヨーロッパ人にとってマオリとは貿易上の
パートナーとして見る者と、その生活と価値観の転向まで求めた者の二種類があった。
　このように貿易を通して歴史の針が進んだニュージーランドの18世紀後半から19世紀前半
は、異文化間交流の葛藤とそこから得る有益なものへの憧れ、という反立する事柄が混ぜ合わ
せながら進行した時期であり、それは確実に西洋文明に先住民マオリがいやが上にも接触し、
接近していった時期であった、と結論付けることができよう。
註
⑴ 植民地との貿易を通して海の覇権を得たスペイン、それに対抗し貿易品に付加価値を付けた加
工貿易で台頭したオランダ、そして世界に植民地を展開するイギリスが、当時の列強であった。
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⑵ その時点で［ニュージーランド］という名称もなかった。
⑶ 今から400年前に太平洋諸島からニュージーランドに上陸した民族である。
⑷ Abel Tasman (1603‒1659) ニュージーランドに到達してその島の存在を最初に確認したヨーロッ
パ人。
⑸ 1642年の航海で発見。当時在籍していた東インド会社の指令で航行。1642年12月13日にニュー
ジーランド南島に到達した記録が残る。
⑹ James Cook (1728‒1779) 上項タスマンの到達時以来の1769年10月６日にニュージーランド到
達。
⑺ J. Bassett, K. Sinclair, M. Stenson, The Story of New Zealand (revised edition), 1998, Birkenhead, Reed 
Publishing (NZ), p. 17.
⑻ 西オーストラリア地方を【New Holland】（新しいオランダ）と命名していた。
⑼ J. Bassett, op. cit., p. 17.
⑽ Ibid.
⑾ 船員が殺される事件があったことから、タスマンはその湾を［人殺し湾＝Murderers’ Bay］と
命名した（その後現在の名前に改名される）。
⑿ 東からの強風という気象事情もあり西海岸から東海岸に回れず、島を周回できなかったことも
上陸できなかった理由の一つと考えられる。タスマンはスリーキングス諸島での上陸を諦めた
後、北上してバタヴィアに戻っている。２年後の1644年、再度航行に出たが、その際は、西オー
ストラリア北部からニューギニア島への航海であった。オーストラリア大陸の広さとその正確
な形などを把握することができなかった。
⒀ 『太平洋探検（一）』ジェームズ・クック　2004　岩波書店　396‒397ページ。
 　ここで記されているクック以外の航路はフランスのLois Antoine de Bougainvile（ブーガンヴィ
ル）とイギリスの Samuel Wallis（ウォリス）のものである。ウォリスの航海情報はこの後に続
くクックの航海に役立ったとされる。
⒁ 同上　13‒15ページ。
⒂ いずれの場合も襲撃され、それら船員が食べられてしまったとの記述が残っている。
⒃ James Caddell（1794‒ 不明）出生地はオーストラリアのシドニーと推測される。1826年以降の
消息は不明。
⒄ アザラシ狩りにやってきたヨーロッパ人の物をマオリが盗んだことを発端としたマオリとヨー
ロッパ人貿易商との争い。マオリの聖域にヨーロッパ人が入ったことも一因とする説もある。
1820年代に、アザラシ狩りそのものがアザラシの激減により、両者の争いが収まっていった。
⒅ 前掲『太平洋探検（一）』14ページ。
⒆ オーストラリア大陸のディンゴは、ヨーロッパから持ち込まれた犬が野生化したものである。
また羊をはじめとした家畜類もヨーロッパから持ち込まれ、その放牧により、先住動物カンガ
ルーはそれまでの生活圏を追われることになった。
⒇ 第２回航海では、ニュージーランドに上陸したが、オーストラリアには行っていない。
21 1773年４月23日の日誌より。『太平洋探索（三）』ジェームズ・クック　2005　岩波書店　104
ページ。
22 ニュージーランドという国名はオランダのゼーランドから、オーストラリアのタスマニア島及
び、オーストラリアとニュージーランドの間のタスマン海はいずれもタスマンにちなんで名付
けられたものである。
23 Marion du Fresne (1724‒1772) 1772年６月に北島のアイランド湾から上陸後、地元民マオリに殺
害される。この航海でニュージーランド北島までの経路（南アフリカ経由）で立ち寄った島に
マリオン島として名が残っている。
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24 J. Bassett, K. Sinclair, M. Stenson, op. cit., p. 26.
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28 前掲『太平洋探検（一）』９ページ。
29 ニュージーランドは当初、オーストラリアのニューサウスウェールズ植民地の中の一地域とし
て組み込まれていた。後に、ニュージーランド植民地としてオーストラリアから分離すること
になる。
30 ジャガイモも豚もクックによってマオリにもたらされた物で、栽培と飼育をマオリが速やかに
身につけたことで、ヨーロッパ人来訪時の提供食物となった。
31 J. Bassett, K. Sinclair, M. Stenson, op. cit., p. 27.
32 Ibid., p. 28.
33 Ibid., p. 33.
34 オーストラリアの先住民アボリジニーの子どもを強制的に連れ去り、白人教育を「施した」同
化政策である。
35 J. Bassett, K. Sinclair, M. Stenson, op. cit., p. 34.
36 Ibid., p. 35.
37 この時期のマオリの移動が後に土地の所有権を巡る争いの際に事態を複雑化させることになっ
た。
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